
P1-077 IKAROS搭載薄膜発電システムの性能評価
○田中孝治、相馬央令子、横田力男、IKAROSプロジェクトチーム(JAXA)

搭載薄膜電池の仕様
1ユニットのサイズ 220×300×3枚 (直列)

1ユニットの最大電圧 60V

1ユニットの電流 0.26A

1ユニットの電力 16W

使用枚数 144枚 (3枚×6×8)

1ブロック 6並列
1ブロックの発生電力 100W (1AU)＠28℃
1ブロックの最大電流 2.1A (0.75AU)

全電力 360W (1AU)＠100℃

保護膜込み、紫外線劣化なし

IKAROSミッション

• IKAROS (Interplanetary Kite-craft Acceleration by Radiation Of 

the Sun) was a small demonstrator of the solar power sail.

• Minimum success

– Deployment of the membrane

– Generation of the electricity by 

the thin film solar array on the 

membrane.

• Full success

– Acceleration and navigation of using the solar sail.
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ミニマムサクセス達成
(数週間)

①スピンアップ
太陽指向・

ロケット分離
②通信機ON

③膜の展開・
薄膜太陽電池の発電

④ソーラーセイル
による

加速実証

⑤ソーラーセイル
による

軌道制御

フルサクセス達成
(半年間)
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地上検証試験項目

① 熱平衡試験 ：動作温度確認
② 温度特性確認試験 ：

太陽電池の温度係数の取得
③ 耐放射線試験 ：

電子線照射試験
陽子線照射試験

④紫外線照射試験
太陽電池
保護膜

熱真空試験の様子
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Date：June 10, 2010
Distance from the Sun：1.05 [AU] Distance from the Earth：7860133 [km]

Sun angle：13 [deg.] Spin Rate : 2.5 [rpm]
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軌道上での発電特性

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 20 40 60 80 100

DAYS

N
o
rm

al
iz

e
d 

Is
c

FSA1

FSA2

FSA3

FSA4

FSA5

FSA6

FSA7

FSA8

Ground
Test
(UV)
Referen
ce
Cell_01
Referen
ce

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 20 40 60 80 100
Days

N
o
rm

al
iz

e
d 

V
o
c

FSA1

FSA2

FSA3

FSA4

FSA5

FSA6

FSA7

FSA8

Ground Test
(UV)
Reference
Cell_01
Reference
Cell_02

まとめ
本報告では，H22年5月に打ち上げられたソーラー電力セイル
実証機IKAROSに搭載された薄膜発電システムの軌道上デー

タを示した。
膜面上に搭載した薄膜太陽電池アレーは予定通り展開され，
発電を開始した．計測ブロック間のばらつきは少なく、製作管
理、収納及び軌道上での展開の影響評価は十分に行われた。
但し、打上前にハーネスの一部が不具合をおこしており、ハー
ネスの構造、管理には課題がある。
発電特性は，初期特性は地上検証データと近い値を示してい
るが，時間変化の特性は若干劣化が大きくなる傾向が得られ
ている．
今後，発電特性を継続的に計測し，惑星探査機用薄膜超軽量
発電システム開発のための知見を得る．

パルスソーラーシミュレータを用いた1ユ

ニットの電気特性評価
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